








ちょっとした不注意で
作業員同士の
激突に繋がりかねない。

医務室へ
行ってこい。 はい…。

その後、
医務室できちんと手当てし
反省したのだった。

周りをしっかりと見て、
状況を把握しよう。

だが機内では、
清掃作業員だけでなく
他のスタッフも作業している。

それと座席ポケットには、
鋭利なものが入っている
可能性もあるので
よく確認すること。

なるほど、焦って
ぶつかってしまったのか。

異変を感じて、リーダーへ
報告しようとしたのは正解だ。
感染症も怖いしな。

すみません…。

通ります！



CASE3
今日は、
機体の洗浄を行おう。 はい！

モップの本数
足りてる？大丈夫、

大丈夫。

さっさと
終わらせよう。

作業中は
集中しないと
ダメだぞ。

これで OK ！

フルハーネス、
よし。

手袋、よし。

洗浄用具、よし。

フルハーネス固定
よし！

保護メガネ、準備よし。



機体の上のほうは
汚れ具合が
よく見えないなぁ…。

おい！
保護メガネの着用は
ルールだぞ！

目に洗浄剤が入るかも
しれないだろ！

モップが
もう少し
上に届けば…。

いや、
でも汚れが…。

うわっ !!
結構汚れているなぁ。

ああ、
しっかり
拭かないと。

でも…。

さあ、
作業を始めるぞ～。



洗浄液が
目の中に入った…。

大丈夫か !?

リーダーには、俺が
報告しておくから。

ああ…。

聞いたぞ。

まだ少し目に
違和感があるな…。

さらに保護メガネを
着用して目を守るんだ！

充分に注意して
取り扱うこと！

洗浄液は、目に入ると
炎症や角膜を傷つけて
しまうこともある。

保護メガネだけではなく、
手袋やフルハーネスの
着用も忘れないように。

決められた
作業ルールは守ること。

専門医に
診察してもらったので
幸い大事には至らなかった。

はい…
すみません。

まずは医務室に
行きなさい。

とにかく
目を洗ってこい！



危険は、意外と
身近にあるってことが
よくわかっただろう？

職場の安全衛生には、
ひとりひとりの意識と
ルールを守ることが大事。

そして……

登場人物の
ドジなところが
誰かに似てたね。 ん？

なんか言った？

労災は、
決して他人事ではなく
身近な問題だ。

何かあったときのために、

よし！

労災に気をつけて
毎日がんばるぞ！

日頃から職場での
コミュニケーションも大切よ。

ルールを守ることは
「身体」「家族」
「生活」を守ること
だと覚えておいてほしい。



激突に注意交通ルールを守ろう

指示のない
機内設備に触れない天候（強風・落雷）に注意

危険な場所への立入禁止

挟まれに注意熱中症に注意

ルール遵守を徹底しよう ルール遵守を徹底しよう

（機内編）

航空業で
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航空業で
気をつけたいポイント

強風

落雷



まんがでわかる
航空業の安全衛生
2020年３月発行　

発行：厚生労働省

企画：みずほ情報総研株式会社
協力：労働安全衛生教材作成推進委員会、

航空業に係る安全教育教材作成ワーキング
制作：株式会社サイドランチ 本資料に関するお問い合わせ

厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 安全課


